
2425　  第四章　高校生のころ

第
四
章　

高
校
生
の
こ
ろ

決
し
て
印
象
の
よ
く
な
い
受
験
勉
強
で
あ
っ
た
が
…

　

昭
和
三
十
四
年
四
月
、
兵
庫
県
立
社
高
等
学
校
に
入
学
し
た
。
学
区
制
の
た
め
、
滝
野
中
学
校
か
ら
の
選
択

肢
は
、
普
通
科
で
あ
れ
ば
社
高
校
の
み
、
そ
の
他
は
家
庭
科
、
商
業
科
、
工
業
高
校
に
入
学
し
た
。
毎
年
、
高

校
入
学
希
望
者
は
ほ
と
ん
ど
志
望
校
に
入
学
で
き
た
。

　

当
時
、
社
高
校
は
、
旧
制
社
高
等
女
学
校
か
ら
新
制
高
校
に
な
っ
た
地
域
の
伝
統
校
で
、
校
舎
は
旧
社
町
の

神
戸
地
方
裁
判
所
社
支
部
の
近
く
に
あ
っ
た
。

　

入
学
し
た
と
き
は
、
旧
女
学
校
の
古
い
校
舎
で
勉
強
し
た
が
、
二
年
生
の
と
き
に
、
郊
外
の
嬉
野
台
地
の
新

築
校
舎
に
移
転
し
た
。
新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
て
二
棟
で
あ
っ
た
が
、
机
・
椅
子
等
の
備

品
は
、
古
い
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
の
で
生
徒
が
手
分
け
し
て
運
ん
だ
。

　

昭
和
三
十
年
代
初
め
頃
か
ら
大
学
進
学
熱
が
起
こ
り
、
入
学
早
々
か
ら
受
験
勉
強
に
明
け
暮
れ
た
。
ク
ラ
ス

も
進
学
組
、
就
職
組
に
分
か
れ
て
い
た
。
進
学
組
は
、
受
験
に
必
要
な
英
語
、
数
学
、
国
語
、
社
会
、
理
科
の
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主
要
五
教
科
を
重
点
的
に
勉
強
し
た
。

　

木
谷
龍
夫
先
生
の
英
語
、
末
沢
敏
文
先
生
の
数
学
、
田
中
義
昭
先
生
の
国
語
、
中
西
俊
明
先
生
の
日
本
史
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
。中
西
先
生
の
日
本
史
は
、三
年
間
も
授
業
が
あ
っ
た
の
に
明
治
維
新
の
と
こ
ろ
で
終
わ
っ

た
。

　

夏
休
み
に
は
、
学
校
で
補
習
が
あ
り
、
Ｏ
先
生
は
、
綿
シ
ャ
ツ
・
短
パ
ン
で
授
業
を
さ
れ
て
い
た
。
学
年
主

任
の
Ｔ
先
生
か
ら
、
模
試
の
成
績
が
悪
い
と
怒
鳴
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
先
生
も
生
徒
も
大
学
受
験
に
必
死
で

あ
っ
た
。

　

初
め
は
、
理
系
学
部
の
受
験
を
目
指
し
て
い
た
が
、
三
年
生
に
な
っ
て
文
系
に
変
更
し
た
。
当
時
、
東
播
模

試
と
言
っ
て
、
姫
路
～
加
古
川
～
西
脇
ま
で
の
公
立
高
校
で
広
域
模
試
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
成
績
で
受
験

校
を
決
め
て
い
た
。
模
試
の
成
績
は
い
つ
も
一
番
か
ら
最
後
ま
で
掲
示
さ
れ
て
い
た
。

　

田
舎
に
受
験
予
備
校
は
な
く
、
受
験
指
導
は
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
現
役
の
高
校
教
師
の
自
宅
で
、

日
曜
日
や
夜
間
に
受
け
た
。
Ｍ
先
生
に
英
語
、
Ｏ
先
生
に
数
学
を
習
っ
た
。
Ｍ
先
生
は
、
大
阪
外
国
語
大
学
の

卒
業
生
で
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
英
語
で
あ
っ
た
。
英
語
は
も
と
も
と
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
特
に
英
作
文

で
は
よ
い
成
績
を
も
ら
っ
た
。
後
に
海
外
旅
行
を
し
た
際
、
聞
き
取
り
は
で
き
な
く
て
も
、
メ
モ
用
紙
を
使
っ

て
の
筆
談
は
結
構
う
ま
く
で
き
た
。
Ｏ
先
生
は
東
京
理
科
大
学
の
卒
業
生
で
、
数
学
の
問
題
は
ヒ
ン
ト
を
述
べ

た
後
「
計
算
は
、
し
も
じ
も
で
」
と
一
向
に
説
明
し
な
い
。
こ
れ
で
随
分
考
え
る
力
と
実
力
が
つ
い
た
。
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ク
ラ
ブ
活
動
は
、「
外
語
班
」
に
入
っ
た
。
秀
才
グ
ル
ー
プ
は
「
新
聞
班
」
に
入
っ
た
。
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ブ

も
大
学
進
学
率
は
高
か
っ
た
。

　

高
校
時
代
は
、
自
分
で
も
よ
く
勉
強
し
た
と
思
う
。
寒
い
冬
の
日
は
、
部
屋
に
ス
ト
ー
ブ
も
な
く
、
荒
壁
の

ま
ま
の
自
宅
の
二
階
で
、
天
井
か
ら
父
の
将
校
マ
ン
ト
を
つ
り
さ
げ
て
テ
ン
ト
状
に
し
て
寒
さ
を
し
の
い
だ
。

そ
れ
で
も
顔
の
前
を
風
が
吹
い
て
い
た
。

　

決
し
て
印
象
の
よ
く
な
い
受
験
勉
強
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
長
く
付
き
合
っ
て
い
る
友
人
に
は
受
験
仲
間
が

多
い
。
高
校
時
代
は
、
基
礎
学
力
の
練
成
と
仕
上
げ
期
で
、
こ
の
時
代
に
し
っ
か
り
勉
強
し
た
こ
と
が
、
そ
の

後
の
知
的
好
奇
心
や
学
習
意
欲
の
土
台
と
な
り
教
養
の
基
本
に
な
っ
た
。

　

高
校
三
年
に
な
れ
ば
進
路
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
、
校
舎
の
近
く
に
あ
っ
た
「
黒
石
会
計
事
務

所
」
の
看
板
を
見
て
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
関
心
を
持
っ
た
。
税
理
士
と
い
う
資
格
で
、
会
社
や
個

人
の
決
算
、
申
告
の
仕
事
を
し
て
い
る
ら
し
い
。

　

自
由
業
で
暮
ら
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
な
。
自
分
の
事
務
所
を
持
っ
て
、
お
客
さ
ま
に
来
て
い
た
だ
け
る
仕
事

が
し
た
い
な
と
思
っ
た
。
後
に
二
十
八
歳
に
な
っ
て
、
最
初
に
税
理
士
事
務
所
開
業
の
ご
挨
拶
に
伺
っ
た
の
は

黒
石
一
三
先
生
の
事
務
所
で
あ
っ
た
。

　

大
学
受
験
は
、
国
公
立
の
商
学
部
な
ら
大
阪
市
立
大
学
、
経
営
学
部
な
ら
神
戸
大
学
、
少
し
や
さ
し
い
県
立

神
戸
商
科
大
学
、
私
立
な
ら
関
西
学
院
大
学
が
選
択
肢
に
な
っ
た
。
最
後
は
、
模
試
の
成
績
で
神
戸
商
大
と
、
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関
西
学
院
大
学
を
受
験
し
、
ま
さ
か
の
神
戸
商
大
を
落
ち
、
合
格
し
た
の
は
関
西
学
院
大
学
商
学
部
で
あ
っ
た
。

　

高
校
生
時
代
の
社
会
情
勢
の
変
化
は
、
比
較
的
正
確
に
思
い
出
す
。
入
学
し
た
昭
和
三
十
四
年
は
、
皇
太
子

明
仁
親
王
と
正
田
美
智
子
さ
ん
が
結
婚
さ
れ
、
ご
成
婚
パ
レ
ー
ド
が
華
や
か
に
行
わ
れ
た
。
景
気
は
過
去
最
長

の
岩
戸
景
気
で
沸
い
て
い
た
。
そ
の
年
は
安
保
阻
止
闘
争
華
や
か
な
り
し
年
で
、
国
会
包
囲
デ
モ
の
中
、
安
保

条
約
が
自
然
成
立
、
岸
首
相
が
引
退
表
明
、
そ
の
後
総
辞
職
し
て
池
田
内
閣
が
で
き
た
。


